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	1) 研究の背景および目的
	子宮頸癌放射線治療後の骨盤部脆弱性骨折は、放射線治療による晩期有害事象の一つです。放射線治療後の骨盤部脆弱性骨折のリスクとなる因子としては、骨粗鬆症の既往、高齢、低体重などがありますが、これらは主に、骨強度に関連するものです。そのため、患者ごとに放射線治療前の骨の状態を詳細に把握することが、骨盤部脆弱性骨折の発生を避けるために重要と考えられます。本研究では、子宮頸癌に対する根治的な全骨盤照射を2019年に受けた患者さんを対象とし、放射線治療前のCTデータを用いて、骨強度の解析を専用の解析ソフトを用...
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